第２学年　授業実践
１　題材名および題材観
	「見て見て　おはなし」　（絵に表す）
本題材は，自分の表したいお話の場面を選び，想像をふくらませながら自分なりの表し方で絵に表すことをねらいとしている。また，Ａ表現の(２)アと特に関連が深く，子どもたちがお話の世界に十分ひたりながら，自分の感じたことや想像したことから，自分の思いをどんどんふくらませ，表したいことを見付けて表すことができる題材でもある。
  そこで，「つきよのプレゼント」という動物が主人公のお話を扱う。子どもたちは，登場人物になりきって，動作化をしたり，会話をしたりしてお話の世界にひたっていく。さらに，お話の世界から想像したことを見付けていく。また，表したいことを表すために，好きな色を選んだり，彩色の方法を考えたりすることで，その思いはよりはっきりし，広がっていくことになる。その上でも意義深い題材であると考える。


２　本題材における指導方法の工夫および指導上の配慮事項
	○ 言語活動の効果的な設定については，発想構想の段階では，登場人物と同化することでお話の世界にひたらせ，自分の感じたことや想像したことを友達と話し合う活動を設定する。また，表現の段階では，グルーピングの工夫をすることで自発的な言語活動が行われやすいようにする。さらに，毎時間「見て見てタイム」をもつことで，表現の工夫を互いに伝え合う活動を設定する。
○ 子どもの思考を促すような発問や助言については，お話の読み方の工夫から，お話の続きを想像できるような発問をし，お話の世界にひたらせていく。また，お話から自分の思ったことや感じたことを発表できた子たちを賞賛したり，ヒントコーナーを設けたりして，思いをふくらませていく。さらに，図工ノートを活用することで，自分の思いを確認したりふくらませたりする。
○ 子どもの思考を促すような板書の工夫については，思考の流れが分かるように，めあてと活動をわかりやすく板書する。また，学習のまとめは，子どもたちの学習後の感想を生かして次時活動につながるような板書をする。
○ 題材との出合わせ方の工夫については， 楽しくお話と出合うことができるように，主人公のぺープサートをつくり，それを動かしながら読み聞かせをし，想像を広げることができやすいようにする。


３　題材目標
　○ 物語から感じたり思い付いたりしたことなどをもとに，楽しく絵に表すことができる。
   　　　（造形への関心・意欲・態度）
○ 表したい場面を自分なりに想像したり，その場面の効果的な表し方を考えたりすることができる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （発想や構想の能力）
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○ 表したい場面への思いや様子を，形や色の使い方を工夫して表すことができる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　（創造的な技能）
○ 物語や絵に表した場面について，表したかったことや工夫したことを話したり，聞いたりすることができる。                                                                　 　　　（鑑賞の能力）
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４　学習計画（全６時間）

	過程
配時
	学習活動
	言語活動の工夫（◇）と
手だて（※）
	子どもの姿

	発想
構想
表現
⑤

	１ お話と出合う。
○ あらすじをつかむ。
○ 自分が表したい場面を考える。
○ 自分がかきたい場面の理由を友達と伝え合う。
○ 話に出てきた人や場面を確認する。　　
○ 動作化する。

	◇ 登場人物のペープサートを使いながら話を進めていくことで想像をふくらませる。
◇ 心に残った場面と，そのわけを伝える。
※ 動作化しながら，登場人物と同化する。
※ 大事なものを黒板に書く。
◇ 心に残った場面を，見て見てノートに言葉で書かせる。
	◎ 自分の心に残った場面を伝え合っている。
◎ 自分で選んだお話に合う画材を選び，かいている。






	
	２ 心に残った場面を想像しながら，線がきをする。
○ 表したい場面に合う色の画用紙を選ぶ。
	◇ 言語活動が行いやすいように，３人グループの形にする。

	

	
	３ 心に残った場面の想像を広げながら，線がきをする。
○ 周りの様子や出てきたものを確かめる。


	◇ 場面の様子が多様に出るように，全体で話し合わせる。
◇ 自分のがんばったところを伝える時間を設ける。


	◎ 自分の思いを線がきで表現する。



	
	４ 線がきした場面に彩色をする。
○ パスの彩色方法を知る。　



	◇ さらに楽しい絵になるようするための表現が多様に出るように，全体で話し合う。
※ 色を混ぜる，ぼかすという彩色の技法を例示する。
※ 表現に自信をもたせるために，がんばっているところを賞賛する。
◇ 自分のがんばったところを伝える時間を設ける。
	◎ 自分の思いを表せるように色を選んでいる。








	
	５ 自分が表したいことを表せるように彩色をする。
○ パスの技法を提示しておく。

	※ 活動が停滞している子どもに対しては，見て見てノートをもとに支援する。
◇ 自分のがんばったところを伝える時間を設ける。
	◎ 自分のがんばったところを伝えている。




	鑑賞
①
	６ できあがった作品をもとに，鑑賞会をする。
○ 小グループで鑑賞をする。
○ 全体で鑑賞をする。　
	◇ 鑑賞活動が行いやすいように，３人グループの形にする。
◇ 友達と話したり，聞いたりするなどして，形や色・表し方の面白さに気付かせる。
	◎ 自分や友達の作品のよさに気付き，伝えようとする。
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ぼかしてみたらきれいな色になってきたよ。











三人組の自然な交流














いいね。でも，ぼくは，くつの船に乗って池をわたるところにしようかな。
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なに描こうかな。お月さま描こうかな。

















描く内容についての話し合い











あのね，わたしはこの色と色を混ぜて塗ってみたよ。





ねえねえ，その色は何色を混ぜてみたの？





彩色の方法として，まぜまぜぬり（重色）とこすりぬり（ぼかし）を実際に目の前でやってみせた。





「見て見てくん」を使っての交流





わたしの見て見てはへびさんです。地面の中とわかるように描きました。





試しの紙で自分なりの色づくり





もぐらさんは，何色にしようかな。オレンジ色と茶色をまぜてみたら，どうかな？試してみよう。





ぼかしてみたらきれいな色になってきたよ。
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ふしぎな色のガラスビンになってきれいだよ











